SONY® 3-798-575-09(1) 

TV(i-i2ch)/FM/AM 3 バンドラジオ _ 

職説明書-保証書 

お買い上げいたださありがとラございまず。 

I A 舊化 I 重気製品はま全のための注意事 I 頁をず5ないと、乂災や人身事故になることがあ0 

この巧巧説巧害と別冊の「ををのために」をよくお読みのラえ，製品を巧全にお使いください。お読み 
になったあとは、いつでち見られるところに必ず保管してください。 

I び -SGSV 

◎1 995 Sony Corporation Printed in Japan 


品名 ラジオ 
型名 ICF - S 6 日 V 

保証書 T 10-1001 A -4 

ここに保証書び入ります 

Complete the film by inserting the warranty at this position. 

在此處插入保證書完成葬林。 

在此位置插人保证书レツ完成胶片。 


主な特長 

• テレビの1〜12チヤンネルの音声び楽しめます。 
• 同調インジケーター付を。 


地上アナログテレビ放をは2011年7月までに終了することび、国の法 
令によって定められています。地上アナ□グテレビ放送終了後は、本機 
ではテレビの音声を聞<ことはでをません。 


使用上のごを意 

取り扱いについて 

•落としたり、強いショックを与えたりしないでください。故障の原因に 
なじます。 

• 次のよラな場所には置かないで<ださい。 

-湿度び非常に高い所(40で切上)や低い所 (0 でしの^)。 

一直射日光のあたる場所や暖房器具の近く。 

一風呂場など湿気のをい所。 

一窓を閉めきった自動車巧(特に夏季)。ほこりのをい所。 

• ラジオ内部に液体や異物を入れないでください。 

•ミちれたとさは、柔らかい巧でからぶをしてください。シンナーやべンジ 
ンは表面をいためますので使わないで<ださい。 

•キャッシュカード、定期券など、磁気を利用したカード類をスピーカー 
に近づけないでください。スピーカーの磁石の影響でカードの磁気び変 
化して使えなくなることびあります。 

• 耳をあまり刺激しないよラに、適度な音量でお楽しみください。 

• 常によい音でお聞きいただくために、イヤホンのプラグをときどき柔ら 
かい布でからぶさし清潔に保ってください。 

• イヤホンをご使用中、肌に合わないと感じたときは早めに使巧を中止し 
て医師またはソニーの相談窓□、ソニーサービス窓□に相談してくださ 
し、。 


万一故障した場をは、内部をあけずに、ソニーの相談窓□またはお買 
い上げ店、ソニーヴービス窓□にご相談ください。 


主な仕様 

受信周波数 

TV : 4〜12チヤンネル*1 

スピーカー 

FM : 76-108 MHz (TV1 〜3チヤンネル*リ 

AM :日30〜1,60日 kHz 
直径約 6.6 cm 丸型8 0り固 

出力端子 

透)(イヤホン)端子 （0 3.日 mm ミニジヤック )1 個 

実用最大出力 

280 mW (JEITA が） 

電源 

DC 4.5 V. 単3形乾電池3本 

最大が形寸法 

外部電源端子定格 DC 4.5 V 

AC パワーアダプター AC-E4 日 M (別売り） 

約160 X 86 X 38 mm (幅/高さ/奥行き）り曰 TA) 

質量 

約 320g (乾電池、イヤホン含む） 


地上アナ□グテレビ放送は2011年7月までに終了することび、国の法令 
によって定められています。地上アナ□グテレビ放送終了後は、本機で 
はテレビの音声を聞くことはでさません。 


J 曰 TA (電子情報技術産業協会）規格による測定値です。 


付属品 

ソニー単3形乾電池（お試し用つ C3) 

イヤホン （1) 

取扱説明書■保証書 （1) 

ソニーごネ目談窓□のご案内 （1) 

* 付属の乾電池はお試し用です。購入する場合はソニーアルカ U 乾電池を 
おずすめします。 

別売りアクセサリー 

AC パワーアダプター AC-E45M 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく変更することびあります 
び、ご了承ください。 


保証書とアフターサービス 

巧証書 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保存してくだ 
さし、。 

• 保記期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターヴービスにごいて 

調子び悪いとさは 

この説明書をちラ1度ご覽になってお調べください。 

それでも具ちの悪いときは 

ソニーの相談窓□またはお買い上げ店、添付の「ソニーご相談窓□のご案 
内」にあるお近くのソニーサービス窓□にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づ’いて修理させていただきます。詳しくは保証書を 
ご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場含は、ご要望によりち料修理させていた 
ださます。 

部品の巧有期巧について 

当社ではラジオの補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部 
品)を、製造打ち切り後6年間保有しています。この部品保有期間を修理巧 
能の期間とさせていただをます。保有期間び経過した樓ち、故障箇所に 
よっては修理可能の焉合びありますので、ソニーの相談窓□またはお買い 
上げ店、ソニーサービス窓□にごネ目談ください。 


よ<あるお問い合わせ、解み方法などは 
ホームページをご活巧ください。 


http://www.sony.co.jp/support 
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巧電池で巧ラ 


電池入れのふたを閱ける。 


2 乾電池を入れる。 

®、®、 ③の順で 
入れてください。 

3 ふたを閉める。 


裏面 



ソニー単3形 
乾電池3本 


巧電池の持続時巧 

ー ソニー単3お ( R 6) マンガン乾電池使用時 ( JEITA *) 


巧送の種類 

持続時間 

TV 放送 

約41時間 

FM 放送 

約47時間 

AM 巧送 

約50時間 


JEITA (電子情報技術産業協含)規格による測定値です。実際の電池持続 
時間は使用する機器の状況により変動する可能性びあります。 


巧電池の交換時期 

乾電池が消耗してくると音びルさくなったり、ひずんだりします。 
その場合は、乾電池を3本とち新しいわのと交換してください。 


コンセント(家庭用電源 AC 100 V ) で巧う 

別売りの AC パワーアダプター AC - E 45 M を DC IN 4.5 V 端テと] 
ンセントにつなぎまず。 アダプターは DC IN 4.5 V 側とコンセン 
卜にしつかりと差し込んでくだをい。 

乾電池が入っていてち自動的に家庭用電源に切り換わります。 

AC パヮ- 
アダプター 
AC - E 45 M 
側売り） 


IN 4.5 V へ 



コンセントへ 


〇ご注意 

• 電池の液ちれを防ぐために、コンセントでお使いの場合は、電池を取り 
出してお<ことをおすすめします。 

• 長い間使わないときは、 AC パワーアダプターをコンセントから振いて 
ください。このとさは DC IN 4.5 V 端子からプラグち)扳いてください。 

• この製品には、別売りの AC パワーアダプター AC - E 4 日 M (極性統一あプ 
ラグ- J 曰 TA 規格)をご使用ください。上記し:■(外の AC パワーアダプター 
を使巧すると、故障の原因になることびあります。 

觀統-あプラグ 

• AC パワーアダプターは容易に手び届くよラな電源コンセントに接続 
し、異常び生じた場をは速やかにコンセントから抜いてください。 

• AC パワーアダプターを本棚や組み込み式キャビネットなどの狭い場所 
に言受置しないで < ださい。 

• 火災や感電の危険をさけるために、 AC パワーアダプターを水のかかる 
場所や湿気のある場所では使用しないでください。また、 AC パワーア 
ダプターの上に花瓶などの水の入ったちのを置かないでください。 


受信が態をよ<ずるには 

TV / FM 放ちの場合 

n ッドアンテナの長さと角度を調節してください。 


折れるのでアンテナを 
回さないで < ださい。 



• □ッドアンテナの角度を調整 
するときは、付け根の部分を 
持ってください。先端部みを 
持った0過剰な力を加える 
と、アンテ 
ナを破損す 
ることびお 
0ます。 



AM 放送の場を 

AM アンテナは内臓されているので、 
ラジオ本体の向さによって受信状態び 
変わります。最わ良く受信でさる向を 
にしてお聞さ < ださい。 



• 乗り物やビルの中では電波び弱められますので、なるべく窓際でお聞さくださし、。 


地上アナ□グテレビ放送は2011年7月までに終了することび、 
国の法令によって定められています。地上アナ□グテレビ放送 
終了後は、本機ではテレビの音青を聞くことはできません。 


ラジオを聞< 


電源切/音量つまみを上へ回して、電源を入れる。 

上へ回ずと電源び入0、さ5に回ずと音量び上びりまず。 


スピーカーまたは付属のイヤホンで聞くことびでさます。 



音質スイッチ 


アンテナを収納ずるときは 



2 BAND ( TWFM / AM ) 切り換えスイッチで TV 、 FM ま 
たは AM を選ぶ。 

TV (4-12 ch ) 放送を聞く場をは TV に含わせてください。 

また、 TV (1-3 ch 峨送を聞く場含は FM に含わせます。 

3 選局つまみを回して聞きたい放送局の周波数を選ぶ。 

放送を受信すると同調インジケーターび点灯します。 

4 音質スイッチで音質を調節ずる。 

高：音楽を聞くとさ 

低：音楽];(がの放送 (ニュース) を聞くとき 

電源を切るとをは 

電源切/音量つまみをカチッと音びするまで下へ回します。 

付属のイヤホンで聞くには 

イヤホンを徑）（イヤホン）端子につなざます。この場合、スピー 
カーか5音は出ません。 

0ご注意 

• このラジオのテレビ音声受信回路は、 FM 放をの受信回路と兼用になっ 
ています。このため、一部の地域では、テレビ2、または3チヤンネルの 
音声を受信中、 FM 放送び混じって聞こえることびあります。その場合 
には、 ソニーの 相談窓□または、お近くの ソニーヴービス 窓□にご相談 
ください。 


® アンテナをまっすぐ立てる。 
©アンテナをちに倒す。 

③アンテナを収納する。 







